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提案グループ名 

（25字以内） 
「アスレの森」を残す会「あすのこ」 

現在の主な活動

内容・活動実績 
横浜市立瀬ケ崎小学校内にある裏山、通称「アスレの森」の整備 

提案場所 金沢区六浦東３丁目 

提案名 

（25字以内） 
あつまれ「アスレの森」 

提 案 す る 施 設
（どのような施設

の提案ですか） 

横浜市立瀬ケ崎小学校の裏山である「アスレの森」の前に、地域

のボランティア、保護者、大学生が交流したり、休み時間（リフレ

ッシュタイム）に児童の遊びを見守ったりするための拠点施設及び

入校用の専門扉を作る。具体的には ①広場としてのウッドデッキ

②東屋 ③入校用の専用扉 ④専用扉からの通路 の四点となる。 

整備費用の概算額：約５００万円 

活 用 イ メ ー ジ
（提案する施設で

どのようなことを

行いますか） 

 昨今の業務過多による子どもたちとの交流時間が激減している小

学校教職員に代わり、「アスレの森」の状況を確認した後、休み時

間に「アスレの森」に入る子どもたちを見守る。また、近隣の大学

生とも連携し、異年齢の子どもたちが交流できる場を提供。身近な

自然に触れながら、教室以外での学びや発見の場を拡げる。 

提案の背景（な

ぜ 提 案 をす る の

か、地域のニーズ

や課題、生かした

い地域の魅力等に

触れて説明してく

ださい） 

 「アスレの森」は横浜市立瀬ケ崎小学校内にある、自然豊かな森

であり、2009年には環境大臣表彰（自然ふれあい部門にて受賞）を

受けるなど、地域資源としても価値と可能性を秘めた場所である。

現在「アスレの森」は児童だけで入ることができず、これまで教員

の引率によって使用されていたが、昨今の業務過多により、教員は

休み時間には、子どもの悩みを聞いたり、学習の準備をしたりと

「アスレの森」の引率がしにくくなっている。児童からは、令和元

年の学校運営協議会に児童からの「休み時間にいつでも入れるよう

に地域の大人に見守りをしてほしい」という願いが出され、これに

応える形で、休み時間の保護者を中心とした大人による見守り「あ

すのこ」が再開された。｢あすのこ｣には瀬ケ崎小学校PTAが参画

し、保護者も継続して協働することができる。2007年、アスレチッ

クの完全撤去に伴い、豊かな森を子どもたちに残したいと｢あすの

こ｣（2007年）が当時の保護者有志で発足し活動。地域と協力し

「わんぱくランド活用委員会」として横浜市や金沢区と交渉を重

ね、2009年「アスレの森」の整備後は、当時の児童が卒業する中

で、具体的な活動は無くなり15年が経っている。そこで、当初の保



護者の思いも大切にしながら、あらためて「あすのこ」が子どもた

ちの活動を見守るだけでなく、「アスレの森」をさらに過ごしやす

い場所にしたり、多くの異年齢集団が快適な時間が過ごせたりする

ような場所にしたい。 

目指す地域の将

来像（提案を実現

することで、どの

ような地域にした

いと考えますか） 

自然とふれあうイベントや時間、場を通して、たくさんの異年齢

の子ども達が交流できる場所にする。休み時間以外にも、教室に入

れない子どもたちが地域の大人と一緒に過ごしたり、森で心穏やか

に過ごしたりする中で多様な価値観や創造性を膨らませ、大人も子

どもも豊かな学びの場となってほしい。近隣にある地域拠点「もり

のお茶の間」の協力を仰ぎ、「アスレの森」のカフェタイムなどを

企画。お弁当や軽食などを一緒に楽しむなど、多世代での交流にも

つなげていきたい。 

整 備 時 の 協 働
（つくるときに連

携する仲間や活用

する地域資源注４）

に触れて説明して

ください） 

令和5年10月7日には、「アスレの森」の整備として、「あすのこ」

のメンバーだけでなく、96名の近隣住民の協力があった。瀬ケ崎小

学校はせがさきタイム（総合的な学習の時間）において「アスレの

森」をフィールドに学習しており、卒業生も活動に積極的に関わっ

ている。（10/7の整備にも多数の卒業生がいた）また瀬ケ崎小学校

は今年度が70周年ということもあり、児童・職員・地域が一緒にな

って活動できる時間も確保されている。関東学院大学中津秀之准教

授の研究室では、2015年から継続した「アスレの森」でのワークシ

ョップを開催しており、新拠点の意匠等、建築に関して協働する。 

運 営 時 の 協 働
（運営するときに

連携する仲間や活

用する地域資源注

４）に触れて説明し

てください） 

 月に１度行われる野外活動クラブの活動に合わせ、地域全体から

人が集まれるような活動を企画し、六浦東連合・柳町町内会に呼び

かけ、定期的な活動を行いながら地域全体に活動の輪を拡げていき

たい。また、この地域への呼びかけを通じ、「あすのこ」のメンバ

ーに常に新たな人が増えていくようにしたい。瀬ケ崎小学校ではキ

ャリア教育として「地域企業と協働したモノづくり」を行ってお

り、これまでも地域と協働した商品を作ってきた。こうした商品は

コミュニティカフェ「もりのお茶の間」で販売を委託し、「アスレ

の森」の修繕費に充ててきた。 

その他提案につ

いて特にＰＲし
たい点を記入し

てください。 

２０１５年度の「まち普請」で助成して頂いた地域拠点『もりのお

茶の間』。そこで育んだ地域の力。そのネットワークをさらに拡

げ、未来の地域を担う子どもたちのために「アスレの森」に集い、

誰もが笑顔になるような場を作りたい！ 

注４）「地域資源」とは、次のようなものを想定しています。 

  ○「ヒト」の例 ・地域のＰＴＡから協力を受けられそう。     ・地域に設計の専門家がいる。 

  ○「モノ」の例 ・整備に必要な材料を安く入手できそう。    ・整備に必要な建設機械を安く借りられそう。 

  ○「カネ」の例 ・自治会町内会から資金的な支援を受けられそう。 ・バザーなどで資金を集められそう。 

整備場所の地権者等注５）への提案内容及びコンテストに応募することについての説明状況 

説明の相手方 相手方の意見等 

瀬ケ崎小学校 

 

説明を行い、共に提案グループとして協力

を得た。 

注５）土地・建物を所有している、借りている、又は実質的に使用権利を持つ者（会社や行政機関も含む） 

 記載内容について、次の内容を確認後チェックボックスに✔を入れてください。 

☑ 記載内容は真実であり、虚偽はありません。 

☑ 記載内容に個人情報は含まれていません。 



位置図 
「アスレの森」は横浜市立瀬ケ崎小学校の体育館裏にある、自然の中で生物観察や遊びができ

る場所です。1983 年 5 月にわんぱくランドという場所として完成後、2005 年アスレチック

下地盤改修工事を経て、2008 年 12 月「アスレの森」としてオープンしました。（翌 2009 年

に環境大臣表彰「自然ふれあい部門」を受賞） 

 

（出典：Google Maps） 

 



 

現状写真 



 

活用イメージ 



  

地域の方と共に手入れ・整備をしています。    アスレの森は子どもたちの自然観察や遊び場。 

（今年度も１０月に実施予定）      瀬ケ崎小だけでなく、地域の幼稚園・保育園も利用。 
 

 

「いよいよ森に入れる！」と子どもたちは喜
んでいましたが、この年（令和元年）の 

９月、大型の台風１５号の影響で、倒木や、
地滑りが起きてしまい、立ち入りが禁止され

てしまいました。 
 

 令和３年までに危険な倒木の除去、伐採を
行い、児童がアスレに入るため最低限の安全

は確保されました。再び、子どもたちの活動
を中心に、使い方を話し合い、休み時間のみ

あすのこの見守りがスタートしました。 

 
 

令和元年 9 月台風後 

 

  

 

 

 

           

 

令和元年、当時の６年生たちはアスレの森
をフィールドにせがさきタイム（総合的な学

習の時間）を行っていました。当時、アスレに
入る子どもたちが減ってきたことを課題とし

て、全校児童に「どうすればアスレの森にもっ
とたくさんの子どもたちが行けるか」という

アンケートを取り、多かった回答のうち「リフ
レや昼休みにアスレに自由に行けるようにし

たい」という意見をまとめ、その年度の拡大学
校運営委員会に出席し、休み時間への人員の

配置をお願いしたところ、快く引き受けてく
ださり会は終了しました。 

 

 
 

 

 

その他資料 


	02_第1次提案書
	03_位置図
	04_現況写真
	05_活用イメージ図
	06_その他資料

